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な
ぜ
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・

バ
ラ
ン
ス
？

平
成
22
年
に
行
わ
れ
た
国
勢
調
査

の
確
定
数
が
公
表
さ
れ
た
こ
と
を
受

け
て
、
新
た
な
全
国
将
来
人
口
推
計

（
平
成
24
年
１
月
推
計
）
が
公
表
さ

れ
ま
し
た
。
そ
れ
に
よ
る
と
、
50
年

後
の
日
本
の
人
口
は
、
現
在
の
３
分

の
２
と
な
り
、
少
子
高
齢
化
は
一
段

と
進
み
、
高
齢
人
口
（
65
歳
以
上
）

の
割
合
は
現
在
の
23
・
０
％
か
ら

39
・
９
％
に
、
生
産
年
齢
人
口
（
15

〜
64
歳
）
の
割
合
も
63
・
８
％
か
ら

50
・
９
％
に
な
る
と
見
込
ま
れ
、
社

会
や
経
済
の
活
力
低
下
が
懸
念
さ
れ

ま
す
。

さ
て
、
労
働
は
賃
金
を
得
る
た
め

の
手
段
ば
か
り
で
な
く
、
生
き
が
い

で
も
あ
り
ま
す
が
、
近
年
で
は
安
定

し
た
仕
事
に
就
け
ず
経
済
的
に
自
立

す
る
こ
と
が
で
き
な
い
人
、
仕
事
に

よ
る
心
身
の
疲
労
か
ら
健
康
を
害
し

か
ね
な
い
人
な
ど
、
仕
事
と
生
活
の

間
で
問
題
を
抱
え
る
人
が
多
く
見
ら

れ
ま
す
。
こ
う
し
た
こ
と
が
、
将
来

へ
の
不
安
を
抱
え
る
要
因
に
な
り
、

社
会
の
活
力
低
下
や
少
子
化
・
人
口

減
少
と
い
う
現
象
に
つ
な
が
っ
て
い

る
と
い
え
ま
す
。

こ
う
し
た
中
、
政
府
は
平
成
19
年

に
「
仕
事
と
生
活
の
調
和
（
ワ
ー

ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
）
憲
章
」

を
策
定
し
、
官
民
挙
げ
た
取
り
組
み

が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
と

は
「
国
民
一
人
ひ
と
り
が
や
り
が
い

や
充
実
感
を
感
じ
な
が
ら
働
き
、
仕

事
上
の
責
任
を
果
た
す
と
と
も
に
、

家
庭
や
地
域
生
活
な
ど
に
お
い
て
も
、

子
育
て
期
、
中
高
年
期
と
い
っ
た
人

生
の
各
段
階
に
応
じ
て
多
様
な
生
き

方
が
選
択
・
実
現
で
き
る
」
こ
と
を

い
い
ま
す
。
具
体
的
に
は
、
①
経
済

的
自
立
可
能
な
働
き
方
が
で
き
る

「
就
労
に
よ
る
経
済
的
自
立
が
可
能

な
社
会
」　

②
働
く
人
々
の
健
康
が

保
持
さ
れ
、
家
族
や
仲
間
と
の
充
実

し
た
時
間
が
持
て
る
「
健
康
で
豊
か

な
生
活
の
た
め
の
時
間
が
確
保
で
き

る
社
会
」　

③
性
や
年
齢
に
か
か
わ

ら
ず
、
個
々
の
状
況
に
応
じ
た
働
き

方
が
選
択
で
き
る
「
多
様
な
働
き

方
・
生
き
方
が
選
択
で
き
る
社
会
」

と
さ
れ
て
い
ま
す
。

今
を
生
き
る
私
た
ち
が
、
子
ど
も

や
孫
た
ち
の
将
来
を
考
え
、
働
き
方

や
生
活
の
仕
方
を
見
直
す
こ
と
で
、

多
く
の
人
が
夢
や
希
望
を
持
て
る
社

会
に
な
っ
て
い
く
と
い
い
で
す
ね
。

糖
尿
病
に
は
合
併
症
と
し
て
神
経

障
害
や
網
膜
症
、
腎
症
が
あ
り
、
ど

れ
も
重
症
に
な
れ
ば
日
常
生
活
や
生

命
に
影
響
を
及
ぼ
し
ま
す
。
ま
た
、

糖
尿
病
で
な
い
人
に
比
べ
て
心
筋
梗

塞
や
脳
梗
塞
を
発
症
す
る
確
率
が
数

倍
高
く
な
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

で
は
、
糖
尿
病
は
ど
の
よ
う
に
診

断
さ
れ
る
の
で
し
ょ
う
か
？
血
糖
の

正
常
値
は
、
朝
一
番
の
空
腹
時
の
測

定
で
１
１
０
㎎
／
dl
未
満
で
す
。
食

事
後
で
あ
っ
て
も
２
０
０
㎎
／
dl
以

上
に
は
な
り
ま
せ
ん
。
た
だ
し
、
偶

然
測
定
し
た
１
回
の
血
糖
値
の
み
か

ら
で
は
、
糖
尿
病
の
診
断
は
つ
き
ま

せ
ん
。
血
糖
値
の
再
検
、
Ｈ
ｂ
Ａ
１

ｃ
値
、
自
覚
症
状
な
ど
を
併
せ
て
判

断
し
て
い
き
ま
す
。
Ｈ
ｂ
Ａ
１
ｃ
と

い
う
の
は
、
過
去
１
〜
２
カ
月
の
血

糖
値
の
平
均
値
の
こ
と
で
、
６
・
１

％
を
超
え
て
く
る
と
糖
尿
病
の
疑
い

が
強
く
な
り
ま
す
（
２
０
１
１
年
２

月
現
在
の
測
定
法
）。
今
回
は
、
治

療
薬
の
中
で
、
今
注
目
さ
れ
て
い
る

イ
ン
ク
レ
チ
ン
関
連
薬
に
つ
い
て
少

し
お
話
し
し
ま
す
。

も
と
も
と
イ
ン
ク
レ
チ
ン
は
、
経

口
摂
取
に
よ
り
食
事
を
取
っ
た
際
に

小
腸
か
ら
分
泌
さ
れ
、
膵
臓
か
ら
の

イ
ン
ス
リ
ン
分
泌
を
促
し
、
血
糖
を

低
下
さ
せ
る
ホ
ル
モ
ン
の
総
称
で
す
。

薬
に
よ
り
作
用
が
増
強
さ
れ
て
い
る

の
は
、
イ
ン
ク
レ
チ
ン
の
中
で
も
Ｇ

Ｌ
Ｐ
　―

　

１
と
い
う
ホ
ル
モ
ン
で
、
内

服
薬
と
注
射
薬
２
つ
の
タ
イ
プ
が
あ

り
ま
す
。
こ
れ
ら
の
薬
の
特
徴
と
し

て
、
単
独
で
は
低
血
糖
を
起
こ
し
に

く
い
こ
と
、
膵
臓
の
保
護
作
用
が
あ

る
こ
と
、
ま
た
体
重
が
増
加
し
に
く

い
こ
と
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。
ま

た
、
イ
ン
ク
レ
チ
ン
に
は
血
糖
低
下

に
関
連
し
た
作
用
以
外
に
も
、
全
身

に
対
し
て
さ
ま
ざ
ま
な
効
用
が
あ
る

と
さ
れ
て
お
り
、
今
後
期
待
の
大
き

い
薬
剤
で
す
。
た
だ
し
、
治
療
の
基

本
は
あ
く
ま
で
食
事
運
動
療
法
で
あ

り
、
そ
の
上
で
な
い
と
十
分
な
薬
物

の
効
果
は
期
待
で
き
ま
せ
ん
。
ま
た
、

糖
尿
病
の
タ
イ
プ
や
経
過
に
よ
っ
て

は
、
イ
ン
ク
レ
チ
ン
関
連
薬
が
適
応

に
な
り
に
く
い
ケ
ー
ス
も
あ
り
ま
す
。

い
ず
れ
に
し
て
も
、
糖
尿
病
は
さ

ま
ざ
ま
な
合
併
症
を
起
こ
さ
な
い
た

め
に
も
、
早
期
に
治
療
を
開
始
す
る

こ
と
が
大
切
で
す
。

糖
尿
病
・
内
分
泌
内
科
医
長

安
田
詩
奈
子　
医
師

糖
尿
病
に
つ
い
て　

〉〉


